
◆材料
俵
本体　7×10　　紐　55㎝程
ネズミ
本体：胴　6×6　1枚　耳　2枚
しっぽ　7×2.3　紐　6.5　針金　7　
綿　目玉ビーズ　2個

◆出来上がり（大体）　
俵1個　5(長さ)×3(高さ)×3(幅)cm
鼠　10(長さ)×2(高さ)×1(幅)cm

◆作り方
*俵を作る　　
①円柱になるように端を縫う。
②ひっくり返して両端を　綿を入れて縫い絞る。　

余分な生地は中に押し入れる
③紐を巻き付け　俵にする
※ねずみ
④返し口残して　ぐるりと縫う。　

ひっくり返して綿を入れ返し口縫う
⑤耳・尻尾を作る
⑥目・耳・しっぽをつける

※ねずみは大黒様の使い。
金運上昇、開運出世、子孫繁栄の象徴
俵は五穀豊穣
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